
      

は
じ
め
に 

 

一
九
〇
八
年
一
月
に
、
田
山
花
袋
は
日
露
戦
争
を
背
景
と
す
る
「
一
兵
卒
」
を

『
早
稲
田
文
学
』
に
発
表
し
た
。「
一
兵
卒
」
は
一
九
〇
四
年
八
月
三
十
一
日
の
夕

方
か
ら
九
月
一
日
の
黎
明
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
「
遼
陽
会
戦
」
と
い
う
歴
史
的
流
れ

に
属
す
る
八
、
九
時
間
の
中
で
、
無
名
の
一
人
の
兵
士
「
渠
」
が
見
聞
し
、
連
想

し
、
感
覚
し
た
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
読
者
が
目
の
前
に
見
せ
ら
れ
る
の
は
日
露

戦
場
を
舞
台
に
脚
気
衝
心
の
兵
士
が
死
に
至
る
ま
で
の
心
理
で
あ
る
。 

小
説
は
自
然
に
三
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
成
り
立
つ
が
、
場
所
的
に
は
前
半
（
一
、

二
）
と
後
半
（
三
）
と
い
う
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
兵
士
が
入

院
し
て
い
た
大
石
橋
の
病
院
の
不
潔
に
耐
え
ら
れ
ず
、
軍
医
の
制
止
を
振
り
切
っ

て
退
院
し
、
連
隊
を
追
っ
て
い
く
た
め
、
満
州
の
野
を
歩
き
つ
づ
け
る
部
分
と
、

兵
站
部
の
洋
館
に
移
動
す
る
身
を
止
め
、
そ
こ
で
脚
気
衝
心
の
昂
進
で
、
死
に
立

ち
向
か
う
過
程
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
前
半
の
語
り
手
は
「
渠
」
の
行
動
を
外
側

か
ら
語
る
言
説
を
挟
み
つ
つ
、
基
本
的
に
は
「
渠
」
の
身
体
と
一
体
化
し
、「
渠
」

の
眼
に
映
る
光
景
や
耳
に
聞
え
る
も
の
や
肉
体
に
感
じ
る
苦
痛
な
ど
を
現
前
さ
せ

て
い
く
。

（

１

）

つ
ま
り
、「
渠
は
…
…
」
小
説
で
あ
り
な
が
ら
、
一
人
称
の
構
造
が
現
れ

て
い
る
。
後
半
で
は
「
渠
」
の
生
理
的
な
苦
痛
を
内
側
か
ら
身
体
的
に
現
前
す
る

か
の
よ
う
に
語
ろ
う
と
す
る
語
り
手
は
、
次
第
に
「
渠
」
の
身
体
か
ら
離
れ
、
説

明
的
叙
述
で
「
渠
」
の
苦
し
む
姿
を
描
写
す
る
よ
う
に
な
る
。 

「
一
兵
卒
」
で
あ
る
「
渠
」
は
、
日
本
帝
国
の
兵
士
と
し
て
中
国
の
東
北
地
方

に
あ
た
る
戦
場
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
敵
軍
と
の
戦
い
で
は
な
く
、
脚
気
の
発
作
で

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
花
袋
は
第
二
軍
私
設
写
真
班
の
一
員
と
し
て
遼
陽
会
戦

の
直
前
ま
で
約
半
年
ぐ
ら
い
日
露
戦
争
に
従
軍
し
て
い
た
。
戦
場
の
様
子
を
『
第

二
軍
従
征
日
記
』
に
記
録
し
て
、
旅
順
陥
落
直
前
の
一
九
〇
五
年
一
月
に
刊
行
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
で
は
戦
地
で
目
撃
し
た
に
違
い
な
い
脚
気
の
惨
状
に
一

言
も
触
れ
な
か
っ
た
が
、
戦
後
陸
軍
に
お
け
る
脚
気
蔓
延
の
責
任
を
追
及
す
る
世

論
が
起
こ
る
と
、
脚
気
に
よ
る
苦
悶
死
を
題
材
と
し
た
「
隣
室
」（
一
九
〇
七
年
一

月
）、
「
一
兵
卒
」（
一
九
〇
八
年
一
月
）
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

（

２

） 

本
稿
で
は
、
戦
場
と
い
う
特
定
の
空
間
と
、
病
と
い
う
特
定
の
精
神
状
態
に
お

い
て
、
人
間
の
心
理
に
ど
の
よ
う
な
風
景
、
変
容
お
よ
び
葛
藤
が
生
じ
る
か
を
考

察
し
た
い
。
ま
ず
、
現
代
人
の
わ
れ
わ
れ
に
馴
染
み
が
な
い
脚
気
と
い
う
病
に
注

目
し
て
、
脚
気
の
歴
史
、
近
代
日
本
社
会
に
お
け
る
脚
気
言
説
を
整
理
す
る
。
そ

れ
か
ら
、
日
露
戦
争
の
歴
史
的
記
録
を
小
説
内
の
記
述
と
対
照
し
な
が
ら
、
小
説

の
主
人
公
が
代
表
す
る
兵
士
た
ち
の
身
体
が
明
治
政
府
に
ど
の
よ
う
に
所
有
、
管

理
さ
れ
る
か
を
分
析
し
、
さ
ら
に
身
体
管
理
を
通
し
て
「
忠
君
愛
国
」
と
い
う
国

病
の
身
体
、
意
識
の
身
体

― 

田
山
花
袋
「
一
兵
卒
」
論 

―

王
　
　
　
　
梅
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民
と
し
て
の
自
覚
が
ど
の
よ
う
に
生
成
し
、
膨
張
す
る
か
も
考
察
す
る
。
ま
た
、

病
の
文
化
的
な
意
味
を
視
野
に
入
れ
て
、
主
人
公
「
渠
」
の
奥
深
い
内
面
世
界
を

探
り
な
が
ら
孤
独
な
「
病
兵
」
と
し
て
の
側
面
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
い
。
そ

の
上
で
、
こ
れ
ら
の
個
人
と
し
て
の
意
識
と
国
民
と
し
て
の
「
忠
君
愛
国
」
が
葛

藤
し
つ
つ
、
脚
気
衝
心
が
も
た
ら
す
肉
体
的
苦
痛
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
い
。 

 

一 

病
の
身
体
─
脚
気
衝
心
と
い
う
歴
史 

 

小
説
は
「
渠
は
歩
き
だ
し
た
。」
と
い
う
冒
頭
で
い
き
な
り
始
ま
る
。
こ
の
一
文

か
ら
は
三
人
称
の
客
観
小
説
と
い
う
形
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
続

い
て
「
銃
が
重
い
、
背
嚢
が
重
い
、
脚
が
重
い
。
ア
ル
ミ
ニ
ユ
ー
ム
製
の
金
椀
が

腰
の
剣
に
当
つ
て
カ
タ
カ
タ
と
鳴
る
。
其
音
が
興
奮
し
た
神
経
を
夥
し
く
刺
戟
す

る
の
で
、
幾
度
か
そ
れ
を
直
し
て
見
た
が
、
何
し
て
も
鳴
る
。
カ
タ
カ
タ
と
鳴
る
。

も
う
厭
に
な
つ
て
了
つ
た
」
と
い
う
一
段
は
、「
渠
」
の
内
面
が
現
れ
、
身
体
に
感

じ
る
荷
物
の
重
量
感
や
神
経
に
障
る
音
が
当
人
が
感
受
す
る
形
で
示
さ
れ
る
。
そ

の
後
も
、「
腰
か
ら
下
は
他
人
の
や
う
で
、自
分
で
歩
い
て
居
る
の
か
居
な
い
の
か
、

そ
れ
す
ら
は
つ
き
り
と
は
解
ら
ぬ
」
、「
苦
し
い
、
息
が
苦
し
い
。
か
う
苦
し
く
て

は
為
方
が
無
い
」
、「
脚
が
重
い
、
氣
怠
る
い
、
胸
が
む
か
つ
く
」
、「
眼
が
ぐ
ら
ぐ

ら
す
る
。
胸
が
む
か
つ
く
。
脚
が
氣
怠
る
い
。
頭
脳
は
烈
し
く
旋
回
す
る
」
な
ど

が
示
す
よ
う
に
、
脚
気
衝
心
に
よ
る
生
理
上
の
苦
痛
が
「
私
」
が
主
語
と
な
る
一

人
称
の
語
り
で
語
ら
れ
て
き
た
。 

医
学
上
の
脚
気
と
い
う
の
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
欠
乏
に
よ
っ
て
心
不
全
と
末
梢

神
経
障
害
を
き
た
す
疾
患
で
あ
る
。
脚
気
の
症
状
は
四
つ
の
型
、「
普
通
型
ま
た
は

軽
症
」
、「
萎
縮
型
ま
た
は
乾
性
」、
「
浮
腫
型
ま
た
は
水
腫
性
」
、「
衝
心
型
ま
た
は

急
性
悪
性
」
に
分
類
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
足
な
ど
の
下
肢
の
神
経
が
麻
痺
し

歩
行
困
難
と
な
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
浮
腫
な
ど
が
起
こ
り
、
心
悸
亢

進
な
ど
の
循
環
器
系
が
冒
さ
れ
、
重
症
に
な
る
と
い
わ
ゆ
る
脚
気
衝
心
と
呼
ば
れ

る
心
臓
機
能
が
低
下
し
、
死
亡
に
至
る
病
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

（

３

） 

冒
頭
部
分
の
「
渠
」
の
症
状
は
最
初
の
段
階
で
、
つ
ま
り
「
普
通
型
ま
た
軽
症
」

で
あ
る
。
こ
の
段
階
は
「
下
肢
の
倦
怠
、
重
感
、
脱
力
感
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
病

症
が
進
行
す
る
と
、「
知
覚
神
経
、
運
動
神
経
、
自
律
神
経
す
べ
て
が
侵
さ
れ
る
多

発
神
経
炎
の
た
め
、
知
覚
障
害
に
平
行
し
て
運
動
障
害
が
進
み
、
歩
行
困
難
と
な

る
。
心
悸
亢
進
、
呼
吸
困
難
が
あ
ら
わ
れ
、
、
脈
は
頻
脈
と
な
る
」
と
い
う
。

（

４

）

「
渠
」

は
連
隊
を
追
っ
て
い
く
た
め
に
、
歩
き
続
け
る
が
、「
眼
が
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
。
胸
が

む
か
つ
く
。
脚
が
氣
怠
る
い
。
頭
脳
は
烈
し
く
旋
回
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
段

階
の
患
者
は
ま
だ
歩
け
る
が
、
歩
行
困
難
、
呼
吸
困
難
、
知
覚
障
害
の
症
状
を
示

し
て
い
る
。
脚
気
の
二
つ
目
の
段
階
に
な
る
と
、
運
動
障
害
が
増
加
し
、
起
立
も

歩
行
も
で
き
な
く
な
る
。
歩
き
続
け
た
「
渠
」
は
そ
の
後
「
歩
く
勇
気
は
な
か
っ

た
」
こ
と
と
、
兵
站
部
の
洋
館
に
移
動
す
る
体
を
止
め
た
の
は
、
す
で
に
脚
気
の

症
状
が
進
行
し
、
歩
行
不
能
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
脚
を
固
い
板
の

上
に
立
て
て
倒
し
て
、
体
を
右
に
も
左
に
も
も
が
い
た
」、「
疼
痛
は
波
の
よ
う
に

押
し
寄
せ
て
は
引
き
、
引
い
て
は
押
し
寄
せ
る
」、
「
軍
帽
は
顎
紐
を
か
け
た
ま
ま

押
し
潰
さ
れ
、
顔
か
ら
頬
に
か
け
て
は
、
嘔
吐
し
た
汚
物
が
一
面
に
附
着
し
た
」

こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
浮
腫
が
下
肢
か
ら
全
身
に
波
及
す
る
三
つ
目
の
段
階
と
、

食
欲
喪
失
、
嘔
吐
、
意
識
は
明
瞭
で
、
輾
転
反
側
し
て
苦
し
み
、
数
日
以
内
に
死

亡
す
る
と
い
う
最
後
の
段
階
の
症
状
で
あ
る
。 

「
一
兵
卒
」
で
「
渠
」
の
命
を
奪
っ
た
脚
気
と
い
う
病
は
、
日
本
で
い
つ
か
ら
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発
生
し
て
い
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
古
事
記
』
と
『
日
本

書
紀
』
に
脚
気
と
同
じ
症
状
の
脚
の
病
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
以
降
、

天
皇
や
貴
族
な
ど
上
層
階
級
を
中
心
に
脚
気
が
発
生
し
た
。

（

５

）

江
戸
時
代
に
入
る
と
、

玄
米
に
か
わ
っ
て
白
米
を
食
べ
る
習
慣
が
広
ま
り
、
上
層
階
級
の
ほ
か
、
武
士
と

町
人
に
も
脚
気
が
流
行
し
た
。
三
代
将
軍
家
光
が
「
脚
気
に
罹
患
し
、
衝
心
死
と

推
定
さ
れ
る
急
死
」
し
、
十
三
代
家
茂
も
大
坂
城
で
脚
気
衝
心
の
た
め
、
二
十
歳

で
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

（

６

）

元
禄
年
間
に
江
戸
で
大
流
行
し
た
た
め
、「
江
戸
煩
い
」

と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
文
化
年
間
に
大
坂
で
流
行
し
、「
大
坂
腫

れ
」
と
呼
ば
れ
た
。 

近
代
に
入
っ
て
、
脚
気
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
結
核
と
共
に
、
国
民
病
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

（

７

）

原
因
不
明
の
浮
腫
に
始
ま
り
、
し
び
れ
、
倦
怠
感
、

知
覚
異
常
が
現
れ
、
重
症
の
時
に
は
心
臓
発
作
で
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し

い
病
気
で
あ
っ
た
。
特
に
発
症
率
の
高
か
っ
た
の
は
、
都
市
に
住
む
学
生
や
兵
士

な
ど
集
団
生
活
を
送
る
若
い
年
齢
層
で
あ
る
。「
富
国
強
兵
」
と
い
う
政
策
を
打
ち

出
し
た
明
治
政
府
に
と
っ
て
、
脚
気
は
そ
の
「
強
兵
」
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
、

頭
を
悩
ま
さ
れ
る
種
と
な
っ
た
。 

明
治
政
府
は
欧
米
列
強
に
伍
し
て
国
家
的
自
立
と
強
国
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、

経
済
力
と
軍
事
力
の
増
強
は
一
番
有
効
な
手
段
と
考
え
、「
富
国
強
兵
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
訴
え
た
。
一
八
七
三
年
政
府
は
近
代
的
軍
隊
を
作
る
た
め
に
「
徴
兵

令
」
を
定
め
、
原
則
と
し
て
二
十
歳
以
上
の
す
べ
て
の
男
性
に
三
年
間
の
兵
役
を

義
務
づ
け
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
国
民
皆
兵
」
の
時
代
に
入
っ
た

と
言
え
よ
う
。
江
戸
時
代
の
武
士
の
集
団
と
違
っ
て
、
明
治
の
近
代
的
軍
隊
は
国

の
管
理
と
監
督
の
下
に
置
か
れ
る
特
殊
な
団
体
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
健
康
＝
兵

力
と
い
う
理
念
で
、
全
国
の
青
年
男
子
に
健
康
診
断
を
行
い
、
国
民
の
中
か
ら
体

が
強
壮
な
若
者
を
選
ん
で
天
皇
制
の
精
兵
に
し
た
。
し
か
し
、
脚
気
は
軍
隊
に
広

ま
り
、
富
国
強
兵
の
「
病
歴
」
と
な
っ
た
。

（

８

）

一
八
九
四
、
一
八
九
五
年
の
日
清
戦

争
の
陸
軍
で
は
、
戦
死
者
九
七
七
人
に
対
し
て
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
者
は
四
〇
六

四
人
で
あ
る
と
い
う
。
十
年
後
の
日
露
戦
争
の
時
、
全
傷
病
者
三
十
五
万
二
千
七

百
人
の
中
、
脚
気
患
者
は
二
十
一
万
一
六
〇
〇
人
を
占
め
る
。

（

９

） 
 

「
一
兵
卒
」
の
「
渠
」
は
天
皇
制
軍
隊
の
一
員
で
あ
り
、「
強
兵
」
と
し
て
戦

場
に
送
ら
れ
た
が
、
脚
気
病
に
罹
患
し
、
脚
気
衝
心
で
病
死
し
て
し
ま
う
。
兵
士

に
と
っ
て
戦
闘
に
よ
る
死
傷
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
名
誉
と
称
さ
れ
よ
う
が
、
病
気

に
よ
る
後
送
や
戦
病
死
は
「
お
役
に
立
た
な
い
」
ど
こ
ろ
が
、「
足
手
ま
と
い
」
の

不
名
誉
と
さ
れ
か
ね
な
い
。

（
１
０
）

「
一
兵
卒
」
は
、
脚
気
の
症
状
だ
け
で
は
な
く
、
軍

隊
の
飲
食
を
通
し
て
、
脚
気
病
が
蔓
延
す
る
原
因
に
も
触
れ
て
い
る
。「
渠
」
は
二

人
の
兵
士
の
助
け
で
、
新
台
子
の
兵
站
部
ま
で
歩
い
て
き
た
の
は
、
兵
士
が
ご
飯

を
食
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

 兵
站
部
の
三
個
の
大
釜
に
は
火
が
盛
に
燃
え
て
、
煙
が
薄
暮
の
空
に
濃
く
靡

い
て
居
た
。（
略
）
け
れ
ど
此
の
三
個
の
釜
は
到
底
こ
の
多
数
の
兵
士
に
夕
飯

を
分
配
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
の
で
、
其
の
大
部
分
は
白
米
を
飯
盒
に
貰
つ
て
、

各
自
に
飯
を
作
る
べ
く
野
に
散
つ
た
。 

 
現
在
で
は
、
脚
気
病
の
原
因
は
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
農
村
の
貧

し
い
青
年
が
軍
隊
に
入
っ
て
初
め
て
腹
一
杯
食
べ
ら
れ
る
白
米
食
と
関
わ
っ
て
い

る
。
白
米
食
が
始
ま
っ
た
の
は
江
戸
時
代
、
玄
米
を
精
白
し
て
糠
を
落
と
し
て
し

ま
う
こ
と
、
お
よ
び
麦
や
穀
類
や
副
食
物
の
摂
取
が
不
足
す
る
こ
と
で
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
が
欠
乏
す
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
の
先
覚
的
業
績
を
挙
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げ
た
の
が
海
軍
軍
医
の
高
木
兼
寛
で
あ
る
。
海
軍
は
一
八
八
五
年
か
ら
改
善
食
と

し
て
麦
飯
を
採
用
し
、
そ
の
結
果
脚
気
が
激
減
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
陸
軍
は

脚
気
の
原
因
は
黴
菌
の
空
気
感
染
に
あ
る
と
見
て
、
麦
食
に
反
対
し
、
米
食
を
採

用
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
日
露
戦
争
の
時
、
海
軍
の
脚
気
患
者
は
八
十
七
人
、

死
者
は
三
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
陸
軍
で
は
患
者
は
二
十
一
万
人
、
死
者
は
五

七
一
一
人
で
あ
っ
た
。

（
１
１
） 

以
上
、
小
説
内
の
脚
気
言
説
に
基
づ
い
て
、
脚
気
の
歴
史
、
発
生
状
況
、
特
に

近
代
軍
隊
と
脚
気
の
関
わ
り
を
整
理
し
て
き
た
。「
一
兵
卒
」
の
「
渠
」
を
苦
し
め

た
脚
気
は
、
明
治
国
家
の
「
富
国
強
兵
」
の
「
病
歴
」
と
し
て
、
日
本
の
軍
隊
の

近
代
化
に
伴
っ
て
い
る
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

二 

国
に
所
有
さ
れ
る
「
渠
」
の
身
体 

 

日
本
の
近
代
化
は
明
治
維
新
を
起
点
に
、
軍
事
的
国
家
建
設
を
中
心
に
、
戦
争

を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
言
わ
れ
る
。
明
治
時
代
、
明
治
国
家
は
「
日

清
戦
争
」
と
日
露
戦
争
を
相
次
い
で
起
こ
し
て
、
ア
ジ
ア
の
大
国
で
あ
る
中
国
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
を
負
か
し
た
。
戦
争
以
外
の
時
間
も
、
次
の

戦
争
の
準
備
と
終
わ
っ
た
戦
争
の
始
末
に
追
わ
れ
て
い
る
。

（
１
２
）

二
回
の
戦
争
を
通
し

て
、
日
本
は
ア
ジ
ア
の
国
と
し
て
世
界
の
強
国
に
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
を
実
現

し
た
。 

「
一
兵
卒
」
は
日
露
戦
争
の
遼
陽
会
戦
を
背
景
に
作
ら
れ
た
小
説
で
あ
る
。
小

説
の
結
末
に
、「
渠
」
は
脚
気
衝
心
に
冒
さ
れ
、
苦
し
ん
だ
あ
げ
く
死
亡
し
た
。「
渠
」

が
死
ん
で
一
時
間
後
、「
し
ば
ら
く
し
て
砲
声
が
盛
ん
に
聞
こ
え
出
し
た
。
九
月
一

日
の
遼
陽
攻
撃
は
始
ま
つ
た
」
と
な
る
。
こ
の
節
で
は
、
日
露
戦
争
の
歴
史
記
録

を
小
説
内
の
叙
述
と
対
照
し
な
が
ら
、「
強
兵
」と
し
て
戦
場
に
派
遣
さ
れ
た「
渠
」

の
身
体
が
ど
の
よ
う
に
明
治
国
家
に
管
理
さ
れ
る
か
を
見
て
み
よ
う
。 

日
露
戦
争
は
一
九
〇
四
年
二
月
八
日
か
ら
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
に
か
け
て
、

日
本
と
ロ
シ
ア
の
間
で
、
ロ
シ
ア
主
権
の
も
と
に
あ
る
中
国
東
北
部
（「
満
州
」）

を
主
な
戦
場
と
し
て
発
生
し
た
戦
争
で
あ
る
。
陸
軍
の
計
画
と
し
て
、
第
一
軍
を

も
っ
て
朝
鮮
半
島
へ
上
陸
、
在
朝
鮮
の
ロ
シ
ア
軍
を
駆
逐
し
、
第
二
軍
を
も
っ
て

遼
東
半
島
へ
橋
頭
堡
を
立
て
旅
順
を
孤
立
さ
せ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
第
三
軍
、

第
四
軍
を
加
え
た
四
個
軍
を
も
っ
て
、
満
洲
平
野
に
て
ロ
シ
ア
軍
主
力
を
早
め
に

殲
滅
す
る
。

（
１
３
） 

「
渠
」
が
進
む
路
線
か
ら
見
る
と
、「
渠
」
が
所
属
す
る
「
十
八
連
隊
」
は
第
二

軍
の
管
理
の
も
と
に
あ
る
。
奥
保
鞏
を
司
令
官
に
、
森
林
太
郎
（
森
鴎
外
）
を
軍

医
部
長
と
し
て
い
る
第
二
軍
は
、
一
九
〇
四
年
五
月
五
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て

遼
東
半
島
の
塩
大
澳
に
上
陸
し
た
。
五
月
二
十
六
日
に
死
傷
者
四
三
八
七
人
の
代

価
で
ロ
シ
ア
軍
の
陣
地
で
あ
る
南
山
を
占
領
し
た
後
、
大
連
を
占
領
し
た
。
五
月

三
十
日
か
ら
東
清
鉄
道
に
沿
っ
て
北
進
し
た
。
六
月
十
四
日
に
旅
順
援
護
の
た
め

南
下
し
て
き
た
ロ
シ
ア
軍
四
万
人
と
遼
陽
南
方
二
百
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
得

利
寺
で
激
突
し
た
。
二
日
間
に
わ
た
る
戦
闘
で
、
第
二
軍
は
側
面
攻
撃
を
有
効
に

用
い
て
自
軍
よ
り
兵
力
の
大
き
い
ロ
シ
ア
軍
を
撃
退
し
た
。
得
利
寺
で
の
勝
利
後
、

七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
か
け
て
、
大
石
橋
で
の
戦
闘
に
勝
利
し
た
。
そ
の

後
、
遼
陽
を
目
指
し
て
北
上
し
続
け
る
。 

小
説
の
主
人
公
「
渠
」
は
大
石
橋
の
病
院
に
入
院
し
、「
敵
の
捨
て
て
遁
げ
た
汚

い
洋
館
の
板
敷
き
、
八
畳
ぐ
ら
い
の
室
に
、
病
兵
、
負
傷
兵
が
十
五
人
、
衰
頽
と

不
潔
と
叫
喚
と
重
苦
し
い
空
気
と
、
そ
れ
に
す
さ
ま
じ
い
蠅
の
群
集
、
よ
く
二
十

日
も
辛
抱
し
た
」
の
で
あ
る
。
八
月
三
十
一
日
に
病
院
の
不
潔
な
環
境
に
耐
え
ら
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れ
ず
、
無
理
に
退
院
し
て
連
隊
を
追
っ
て
い
く
た
め
に
出
か
け
た
。「
闊
闊
と
し
た

野
」
を
歩
き
続
け
る
「
渠
」
は
絶
え
ず
「
大
石
橋
の
戦
争
の
前
の
晩
」
、「
胸
に
弾

丸
が
あ
た
っ
た
」
兵
士
な
ど
過
ぎ
た
ば
か
り
の
激
し
い
戦
争
場
面
を
思
い
出
す
。

さ
ら
に
、
他
の
兵
士
か
ら
「
敵
は
遼
陽
の
一
里
で
一
支
え
し
て
い
る
そ
う
だ
。
な

ん
で
も
首
山
堡
と
か
言
っ
た
」
、「
兵
が
足
り
ん
の
だ
。
敵
の
防
御
陣
地
は
す
ば
ら

し
い
も
の
だ
そ
う
だ
」
と
戦
争
に
関
す
る
情
報
が
耳
に
入
っ
た
。
歴
史
的
記
録
に

よ
る
と
、
大
石
橋
の
戦
い
が
終
わ
っ
て
か
ら
遼
陽
戦
争
が
始
ま
る
ま
で
、
つ
ま
り

「
渠
」
が
入
院
し
て
い
る
間
、
第
二
軍
と
共
に
、
第
一
軍
、
四
軍
も
遼
陽
を
目
指

し
て
進
行
し
て
い
る
。
八
月
四
日
に
、
第
二
軍
は
遼
陽
を
う
か
が
う
位
置
ま
で
前

進
し
た
。
八
月
二
十
四
日
の
第
一
軍
に
続
き
、
第
二
軍
は
第
四
軍
と
と
も
に
二
十

五
日
に
作
戦
行
動
を
開
始
し
た
。
遼
陽
会
戦
が
開
始
す
る
ま
で
、
第
一
、
二
、
四

軍
は
合
計
三
六
四
〇
人
の
死
傷
者
が
出
て
、
兵
力
不
足
、
弾
薬
不
足
な
ど
困
難
な

境
地
に
陥
っ
た
。

（
１
４
） 

「
渠
」
が
他
の
兵
士
か
ら
聞
い
た
「
首
山
堡
」
と
い
う
の
は
ロ
シ
ア
軍
が
遼
陽

の
南
の
方
に
張
っ
て
い
る
防
御
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
標
高
二
〇
九
メ
ー
ト
ル
の
制
高

地
で
も
あ
る
。
八
月
二
十
八
日
に
満
州
軍
総
司
令
部
か
ら
首
山
堡
陣
地
の
攻
撃
を

命
じ
ら
れ
た
。
首
山
堡
で
ロ
シ
ア
軍
の
頑
強
な
抵
抗
に
遭
遇
し
、
屍
山
血
河
の
惨

烈
な
戦
闘
と
な
っ
た
。
三
十
一
日
の
朝
、
一
度
首
山
堡
陣
地
を
占
領
し
た
第
二
軍

は
ロ
シ
ア
軍
に
奪
還
さ
れ
、
崩
壊
の
危
機
に
面
し
た
。
九
月
一
日
に
第
一
軍
に
よ

る
ロ
シ
ア
軍
左
翼
へ
の
側
面
攻
撃
で
、
第
二
軍
は
ロ
シ
ア
軍
を
追
撃
し
、
首
山
堡

を
確
保
し
た
。
小
説
の
中
で
、「
渠
」
が
二
人
の
兵
士
か
ら
戦
争
の
話
の
や
り
と
り

を
聞
い
た
の
は
三
十
一
日
の
夕
方
で
あ
り
、
そ
の
時
、
日
本
軍
は
ロ
シ
ア
軍
と
首

山
堡
奪
取
戦
の
最
中
に
あ
る
。 

 

「
大
き
な
戦
争
に
な
り
さ
う
だ
ナ
。
」 

「
一
日
砲
声
が
し
た
か
ら
ナ
。
」 

「
勝
て
る
か
し
ら
ん
。」 

「
負
け
ち
や
大
変
だ
。」 

「
第
一
軍
も
出
た
ん
だ
ろ
う
ナ
。」 

「
勿
論
さ
。」 

 小
説
の
結
末
に
、「
渠
」
の
死
亡
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
間
に
起
き
た
「
九
月
一
日

の
遼
陽
攻
撃
」
と
い
う
の
は
、
激
烈
な
戦
闘
で
よ
う
や
く
確
保
し
た
首
山
堡
戦
の

勝
利
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日
本
軍
は
遼
陽
を
目
指
し
て
、
ロ
シ
ア
軍
を
追
撃
し
、

四
日
朝
ま
で
に
遼
陽
一
帯
を
占
領
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
に
軍
神
第
一
号
と
な

っ
た
第
三
師
団
歩
兵
第
三
十
四
連
隊
第
一
大
隊
長
の
橘
周
太
少
佐
が
戦
死
し
た
の

も
、
こ
の
首
山
堡
で
あ
っ
た
。 

遼
陽
会
戦
に
お
い
て
、
日
本
軍
の
戦
死
者
は
五
五
五
七
人
で
、
負
傷
者
は
一
七

九
七
六
人
で
、
死
傷
者
は
十
二
万
人
の
兵
士
総
数
の
六
分
一
を
占
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。

（
１
５
）

日
本
は
数
多
く
の
死
傷
者
と
引
き
換
え
に
、
遼
陽
会
戦
の
勝
利
を
手
に
入

れ
た
。「
一
兵
卒
」
の
「
渠
」
は
敵
軍
と
の
戦
い
で
は
な
く
、
病
と
の
闘
い
で
亡
く

な
っ
た
が
、
兵
士
と
し
て
、
ず
っ
と
遼
陽
に
憧
れ
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
。
兵

士
か
ら
「
遼
陽
が
始
ま
っ
た
で
ナ
」
と
聞
い
た
時
、「
遼
陽
！
」
こ
の
一
語
は
か
れ

の
神
経
を
十
分
に
刺
激
し
た
。「
敵
は
遼
陽
の
手
前
で
、
一
防
禦
や
る
」
と
い
う
首

山
堡
戦
が
始
ま
っ
た
と
聞
い
た
と
き
、「
渠
」
の
心
理
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
。 

 一
種
の
遠
い
か
微
な
る
轟
、
仔
細
に
聞
け
ば
成
程
砲
声
だ
。
例
の
厭
な
音
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が
頭
上
を
飛
ぶ
の
だ
。
歩
兵
隊
が
其
間
を
縫
つ
て
進
撃
す
る
の
だ
。
血
汐
が

流
れ
る
の
だ
。
か
う
思
つ
た
渠
は
一
種
の
恐
怖
と
憧
憬
と
を
覚
へ
た
。
戦
友

は
戦
つ
て
居
る
。
日
本
帝
国
の
為
に
血
汐
を
流
し
て
居
る
。 

修
羅
の
巷
が
想
像
さ
れ
る
。
炸
弾
の
壮
観
も
眼
前
に
浮
ぶ
（
略
）
。 

 

戦
場
に
い
な
い
「
渠
」
は
聴
覚
と
視
覚
を
動
員
し
て
、
戦
争
の
激
し
い
場
面
を

「
修
羅
の
巷
」、
「
炸
弾
の
壮
観
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
想
像
し
た
。
小
説
に
は

「
渠
は
一
種
の
恐
怖
と
憧
憬
と
を
覚
え
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
恐
怖
」

は
人
間
と
し
て
死
亡
を
恐
れ
て
い
る
本
能
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
憧
憬
」
は
「
日
本

帝
国
の
た
め
に
血
汐
を
流
す
」、
つ
ま
り
命
を
「
日
本
帝
国
」
に
捧
げ
る
こ
と
は
軍

人
と
し
て
の
使
命
感
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
使
命
感
は
日
本
を
出
発
す
る
前
に
す
で
に
形
作
ら
れ
て
い
る
。「
出

発
の
時
、
此
の
身
は
国
に
捧
げ
君
に
捧
げ
て
遺
憾
が
無
い
と
誓
つ
た
。
再
び
は
帰

つ
て
来
る
気
は
無
い
と
、
村
の
学
校
で
雄
々
し
い
演
説
を
為
た
」
の
で
あ
る
。
ま

た
、「
豊
橋
を
発
つ
て
来
た
時
」
、「
停
車
場
は
国
旗
で
埋
め
ら
れ
て
居
る
。
万
歳
の

声
が
長
く
長
く
続
く
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
民
衆
の
間
に
高
揚
し
て
い

る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
れ
で
あ
る
。
国
と
天
皇
の
召
喚
さ
れ
る
中
、「
渠
」
を
含

め
て
の
無
数
の
青
年
は
日
本
の
各
地
か
ら
東
京
に
集
り
、
近
代
的
軍
隊
と
し
て
組

織
さ
れ
、
異
国
の
戦
場
に
送
ら
れ
る
。
出
発
す
る
時
見
送
ら
れ
た
村
人
、
家
族
の

熱
烈
な
眼
差
し
を
意
識
し
な
が
ら
、
戦
場
で
「
日
本
帝
国
」
の
た
め
に
、
身
を
惜

し
ま
ず
に
戦
う
わ
け
で
あ
る
。 

前
述
し
た
よ
う
に
、
強
兵
を
組
織
し
、
日
露
戦
争
を
起
こ
し
た
の
は
、
明
治
政

府
が
国
力
を
増
強
し
、
い
わ
ゆ
る
「
富
国
」
を
実
現
す
る
手
段
で
あ
る
。
江
戸
時

代
の
士
、
農
、
工
、
商
な
ど
身
分
が
異
な
っ
て
い
る
人
々
は
明
治
政
府
に
「
国
民
」

と
呼
ば
れ
る
以
上
、
国
の
た
め
に
貢
献
す
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
国

民
」
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
「
強
兵
」
は
、
国
に
命
を
捧
げ
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
天
皇
制
軍
隊
の
一
員
と
し
て
、
兵
士
の
身
体
は
自
分
個
人
の
も
の

で
は
な
く
、「
日
本
帝
国
」
の
所
有
物
と
な
っ
て
し
ま
う
。 

日
露
戦
争
は
日
本
と
ロ
シ
ア
が
、
中
国
の
東
北
地
方
と
朝
鮮
を
侵
略
す
る
目
的

で
行
っ
た
帝
国
主
義
的
侵
略
戦
争
で
あ
る
が
、
明
治
政
府
は
い
ろ
い
ろ
な
手
段
と

方
法
で
、
戦
争
の
正
当
性
と
正
義
性
と
い
う
幻
覚
を
作
り
出
し
た
。
ま
ず
、
戦
争

の
性
格
を
「
ロ
シ
ア
の
侵
略
か
ら
国
の
独
立
防
御
線
を
守
る
よ
う
な
戦
争
」
と
決

め
た
。

（
１
６
）

こ
れ
に
よ
り
、
国
の
利
益
を
守
ろ
う
、
国
の
た
め
に
戦
お
う
と
い
う
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
か
ら
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
を
利
用
し
て
、
ロ
シ
ア
軍
の
残
酷
さ
と
日
本
軍
の
勇
敢
さ
を
宣
伝

す
る
。
さ
ら
に
、
戦
場
で
な
く
な
っ
た
陸
軍
の
橘
周
太
少
佐
と
海
軍
の
広
瀬
武
夫

中
佐
を
英
雄
的
に
殉
職
し
た
軍
人
の
モ
デ
ル
と
し
て
「
軍
神
」
と
称
し
て
、
様
々

な
軍
国
美
談
を
広
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
兵
士
た
ち
の
士
気
と
闘
志
を
高
め
、
国

民
の
同
情
と
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
に
、
日
本
軍
の
正

義
を
宣
伝
す
る
軍
歌
を
作
っ
て
、
兵
士
た
ち
が
一
緒
に
そ
の
軍
歌
を
歌
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
軍
の
正
義
を
内
面
化
す
る
こ
と
が
狙
わ
れ
る
。 

要
す
る
に
、
明
治
政
府
の
働
き
で
、
日
露
戦
争
の
期
間
中
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
高
揚
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
兵
士
た
ち
は
戦
場
で
国
の
た
め
に
戦
い
、
家
族
は
日

本
で
か
れ
ら
の
安
否
を
心
に
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
は
兵
士
、
兵
士

の
家
庭
、
兵
士
の
故
郷
と
関
わ
る
よ
う
な
最
大
の
出
来
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
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三 

意
識
の
身
体
―
孤
独
な
「
病
兵
」
の
内
面
世
界 

 
「
一
兵
卒
」
の
「
渠
」
は
「
日
本
帝
国
」
へ
の
限
り
な
い
忠
誠
を
持
っ
て
東
北

の
野
を
歩
き
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
脚
気
病
は
絶
え
ず
「
渠
」
に
生
理
上
の
苦

痛
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
不
快
感
に
伴
っ
て
、
故
郷
回
帰
、
戦
争
嫌
悪

な
ど
の
心
理
変
容
が
意
識
の
流
れ
と
し
て
読
者
に
伝
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
節
で
は
、

文
化
と
し
て
の
病
の
視
点
で
、
孤
独
な
「
病
兵
」
で
あ
る
「
渠
」
の
内
面
風
景
を

見
て
み
る
。 

病
の
歴
史
は
人
間
の
歴
史
と
同
じ
よ
う
に
古
い
。
誰
で
も
病
を
患
い
、
そ
の
危

険
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
病
は
人
間
の
命
の
暗
い
一
面
と
し
て
姿
を
現

し
て
い
る
。
し
か
し
、
病
に
か
か
っ
て
か
ら
こ
そ
、
人
間
は
自
分
の
身
体
の
存
在

に
こ
れ
ま
で
な
い
よ
う
な
関
心
を
注
ぐ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
病
は
マ
イ
ナ
ス
な

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
一
方
で
、
生
き
が
い
と
命
の
価
値
を
考
え
直
す
契
機
で
も
あ

る
。 小

倉
孝
誠
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
病
と
そ
れ
に
伴
う
苦
痛
は
生
理
学
的
な
現
象

で
あ
る
と
同
時
に
、
文
化
的
、
社
会
的
に
構
築
さ
れ
る
表
象
で
も
あ
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
社
会
と
文
明
に
お
い
て
つ
ね
に
同
じ
意
味
を
ま
と
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ

る
。

（
１
７
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
中
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
病

気
と
し
て
ペ
ス
ト
と
ハ
ン
セ
ン
病
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
大
規
模
な
疫
病
と

伝
染
病
の
時
代
」
で
あ
る
。
感
染
し
死
亡
す
る
の
は
個
人
で
は
な
く
、
む
し
ろ
家

族
、
村
全
体
、
あ
る
い
は
一
地
方
の
住
民
の
多
数
で
あ
る
。
十
九
世
紀
に
入
る
と
、

人
々
の
身
体
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
コ
レ
ラ
や
結
核
な
ど
で
あ
る
。
結
核

は
ロ
マ
ン
主
義
文
学
者
に
よ
っ
て
美
の
一
つ
の
類
型
、
恋
の
情
熱
、
芸
術
的
才
能

な
ど
神
話
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
世
紀
に
入
る
と
、「
現
代
の
病
は
個
別

的
な
も
の
で
あ
り
、
病
人
は
し
ば
し
ば
孤
独
な
の
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

日
本
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
に
な
っ
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
医
学
を
中

心
と
す
る
西
洋
近
代
医
学
が
大
幅
に
日
本
に
移
入
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
新
し
い

病
気
が
次
々
に
発
見
さ
れ
た
。
人
々
は
ど
の
時
代
よ
り
も
自
ら
の
身
体
を
対
象
化

し
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
健
康
に
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

日
本
の
近
代
文
学
に
結
核
な
ど
近
代
の
病
が
様
々
な
形
で
登
場
し
、
人
間
を
蝕
み
、

つ
い
に
死
へ
と
追
い
や
る
病
気
に
よ
る
悲
劇
が
絶
え
間
な
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

前
述
し
た
よ
う
に
、
日
露
戦
争
の
時
代
、
脚
気
病
に
患
う
兵
士
は
圧
倒
的
に
多

く
て
、「
国
民
病
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
説
「
一
兵
卒
」
の
「
渠
」

は
孤
独
な
人
間
と
し
て
ま
わ
り
の
兵
士
と
差
異
化
さ
れ
て
い
る
。
病
院
の
不
潔
な

環
境
を
理
由
に
無
理
に
退
院
し
た
の
は
「
渠
」
一
人
だ
け
で
あ
り
、
様
々
な
内
面

世
界
を
読
者
に
見
せ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
の
兵
士
の
目
に
も
た
だ
「
病
兵
」
と

し
て
映
っ
て
い
る
。 

で
は
、「
渠
」
の
内
面
世
界
を
探
っ
て
み
よ
う
。 

ま
ず
、
生
理
上
の
苦
痛
に
伴
う
の
は
、
故
郷
、
幼
少
年
時
代
へ
の
回
帰
願
望
で

あ
る
。「
過
去
の
面
影
と
現
在
の
苦
痛
不
安
と
が
、
は
つ
き
り
區
劃
を
立
て
ゝ
居
り

な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ
が
す
れ
す
れ
に
摺
り
寄
つ
た
」
こ
と
と
な
る
。「
過
去
の
面

影
」
は
、
一
つ
の
意
識
の
流
れ
と
な
っ
て
、
生
理
上
の
苦
痛
の
切
れ
間
に
浮
か
び

あ
が
っ
て
く
る
。
最
初
に
出
た
「
過
去
の
面
影
」
は
、
汽
車
が
眼
に
入
る
時
で
あ

る
。 

 ふ
と
汽
車
―
豊
橋
を
発
つ
て
来
た
時
の
汽
車
が
眼
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
。

停
車
場
は
国
旗
で
埋
め
ら
れ
て
居
る
。
万
歳
の
声
が
長
く
長
く
続
く
。
と
忽

− 21 −

病の身体、意識の身体



然
最
愛
の
妻
の
顔
が
眼
に
浮
ぶ
。
そ
れ
は
門
出
の
時
の
泣
顔
で
は
な
く
、
何

う
し
た
場
合
で
あ
つ
た
か
忘
れ
た
が
、
心
か
ら
可
愛
い
と
思
つ
た
時
の
美
し

い
笑
顔
だ
。
母
親
が
お
前
も
う
起
き
よ
、
学
校
が
遅
く
な
る
よ
と
揺
起
す
。

か
れ
の
頭
は
い
つ
か
子
供
の
時
代
に
飛
返
つ
て
居
る
。
裏
の
入
江
の
船
の
船

頭
が
禿
頭
を
夕
日
に
て
か
て
か
と
光
ら
せ
な
が
ら
子
供
の
一
群
に
向
つ
て
呶

鳴
つ
て
居
る
。
其
の
子
供
の
群
れ
に
か
れ
も
居
た
。（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
） 

 

現
実
の
汽
車
を
見
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
記
憶
の
中
に
存
在
す
る
汽
車
を
思
い

出
す
。
そ
れ
は
、
出
征
す
る
時
の
場
面
に
つ
な
が
る
た
め
、
豊
橋
の
「
国
旗
で
埋

め
ら
れ
て
居
る
」
光
景
、「
万
歳
の
声
」
が
、
意
識
の
主
体
で
あ
る
現
在
の
「
か
れ
」

に
あ
ら
た
め
て
作
用
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
時
間
が
遡
行
し
、
妻
の
笑
顔
、
母
の
姿
、

子
供
時
代
の
遊
び
が
、
次
か
ら
次
へ
と
主
人
公
の
頭
に
浮
か
び
、
回
想
の
対
象
と

な
る
。
こ
の
一
段
で
は
、
語
り
手
は
主
人
公
と
ほ
ぼ
一
体
化
し
、
二
箇
所
の
傍
線

部
以
外
は
、「
か
れ
」
が
一
人
称
で
あ
る
心
理
描
写
を
行
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印

象
を
読
者
に
与
え
る
。
語
り
手
と
主
人
公
が
重
層
的
に
交
錯
し
、
相
互
に
転
換
し

な
が
ら
、
現
在
嘱
目
の
光
景
か
ら
、
不
可
視
の
心
的
映
像
に
至
る
ま
で
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。

（
１
８
） 

故
郷
へ
の
思
い
出
と
同
時
に
現
れ
て
く
る
の
は
現
実
世
界
へ
の
憎
悪
で
あ
る
。

次
の
引
用
は
眼
の
前
の
道
を
見
て
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
場
面
で
あ
る
。 

 褐
色
の
道
路
―
―
砲
車
の
轍
や
靴
の
跡
や
草
鞋
の
跡
が
深
く
印
し
た
ま
ゝ
に

石
の
や
う
に
乾
い
て
固
く
な
つ
た
路
が
前
に
長
く
通
じ
て
居
る
。（
略
）
故
郷

の
い
さ
ご
路
、
雨
上
り
の
湿
つ
た
海
岸
の
砂
路
、
あ
の
滑
か
な
心
地
の
好
い

路
が
懐
か
し
い
。
広
い
大
き
い
道
で
は
あ
る
が
、
一
と
し
て
滑
か
な
平
か
な

処
が
無
い
。
こ
れ
が
雨
が
一
日
降
る
と
、
壁
土
の
や
う
に
柔
か
く
な
つ
て
、

靴
ど
こ
ろ
か
、
長
い
脛
も
其
半
を
没
し
て
了
ふ
の
だ
。
大
石
橋
の
戦
争
の
前

の
晩
、
暗
い
闇
の
泥
濘
を
三
里
も
こ
ね
廻
し
た
。 

 

褐
色
の
道
を
見
て
、
主
人
公
は
故
郷
と
戦
争
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
回
想
す
る
。
故

郷
の
道
は
、「
心
地
の
好
い
」
、「
懐
か
し
い
」
印
象
で
あ
る
。
一
方
、
道
に
刻
ま
れ

る
大
石
橋
の
戦
争
の
記
憶
は
、「
暗
い
闇
」
、「
厭
な
音
」
で
充
填
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
故
郷
へ
の
甘
美
な
思
い
出
は
、
戦
争
へ
の
残
酷
な
思
い
出
と
相
次
い

で
前
景
化
さ
れ
、
主
人
公
の
故
郷
回
帰
、
戦
争
嫌
悪
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
示
さ

れ
て
い
る
。 

次
の
追
憶
は
、
草
叢
の
虫
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
時
で
あ
る
。
今
度
の
記
憶
の
対

象
は
、
東
京
で
修
学
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。 

 故
郷
の
野
で
聞
く
蟲
の
声
と
は
似
も
つ
か
ぬ
。
こ
の
似
も
つ
か
ぬ
こ
と
と

広
い
野
原
と
が
何
と
な
く
其
の
胸
を
痛
め
た
。
一
時
途
絶
え
た
追
懐
の
情
が

流
る
ゝ
や
う
に
漲
つ
て
来
た
。 

母
の
顔
、
若
い
妻
の
顔
、
弟
の
顔
、
女
の
顔
が
走
馬
燈
の
ご
と
く
旋
回
す

る
。
欅
の
樹
で
囲
ま
れ
た
村
の
旧
家
、
團
欒
せ
る
平
和
な
家
庭
、
続
い
て
其

身
が
東
京
に
修
業
に
行
つ
た
折
の
若
ゝ
し
さ
が
憶
ひ
出
さ
れ
る
。
神
楽
坂
の

夜
の
賑
ひ
が
眼
に
見
え
る
。
美
し
い
草
花
、
雑
誌
店
、
新
刊
の
書
、
角
を
曲

る
と
賑
や
か
な
寄
席
、
待
合
、
三
味
線
の
音
、
仇
め
い
た
女
の
声
、
あ
の
頃

は
楽
し
か
つ
た
。
恋
し
い
女
が
仲
町
に
居
て
、
よ
く
遊
び
に
行
つ
た
。
丸
顔

の
可
愛
い
娘
で
、
今
で
も
恋
し
い
。
此
の
身
は
田
舎
の
豪
家
の
若
旦
那
で
、

金
に
は
不
自
由
を
感
じ
な
か
つ
た
か
ら
、
随
分
面
白
い
こ
と
を
為
た
。 
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戸
松
泉
が
指
摘
し
た
通
り
、
小
説
の
前
半
は
汽
車
、
道
、
虫
の
音
な
ど
の
外
界

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
示
す
「
渠
」
の
意
識
が
主
と
し
て
追
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
色
濃
く
見
ら
れ
る
の
は
、
故
郷
、
家
族
共
同
体
へ
の
回
帰
願
望
で
あ

る
。

（
１
９
）

作
品
の
末
尾
で
、「
故
郷
の
さ
ま
が
今
一
度
其
の
眼
前
に
浮
ぶ
。
母
の
顔
、
妻

の
顔
、
欅
で
囲
ん
だ
大
き
な
家
屋
、
裏
か
ら
続
い
た
滑
ら
か
な
磯
、
碧
い
海
、
馴

染
の
漁
夫
の
顔
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
当
初
浮
ん
だ
故
郷
の
映
像
が
「
今
一
度
」

末
期
の
「
渠
」
の
目
に
浮
ぶ
の
で
あ
り
、
一
貫
し
て
底
流
す
る
意
識
と
し
て
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
主
人
公
「
渠
」
の
意
識
は
四
方
八
方
に

発
散
し
、
ま
た
出
発
点
に
戻
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
繰
り
返
し
で
、
網
状
的
立

体
的
な
構
造
を
成
り
立
た
せ
る
。 

こ
れ
ら
の
故
郷
、
家
族
へ
の
思
い
出
は
、
意
識
の
流
れ
と
し
て
脚
気
病
発
作
の

隙
間
に
現
れ
、
積
み
重
ね
た
挙
句
、
強
烈
な
戦
争
嫌
悪
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

（
略
）
今
忽
然
起
つ
た
の
は
死
に
対
す
る
不
安
で
あ
る
。
自
分
は
と
て
も
生

き
て
還
る
こ
と
は
覚
束
な
い
と
い
ふ
気
が
烈
し
く
胸
を
衝
い
た
。
此
の
病
、

此
の
脚
気
、
假
令
此
の
病
気
は
治
つ
た
に
し
て
も
戦
場
は
大
な
る
牢
獄
で
あ

る
。（
略
） 

か
れ
は
疲
労
と
病
気
と
恐
怖
と
に
襲
は
れ
て
、
如
何
に
し
て
こ
の
恐
ろ
し

い
災
厄
を
遁
る
べ
き
か
を
考
へ
た
。
脱
走
？
そ
れ
も
好
い
、
け
れ
ど
捕
へ
ら

れ
た
暁
に
は
、
此
の
上
も
無
い
汚
名
を
被
つ
た
上
に
同
じ
く
死
！
さ
れ
ば
と

て
前
進
す
れ
ば
必
ず
戦
争
の
巷
の
人
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
戦
争
の
巷

に
入
れ
ば
死
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

 

天
皇
制
軍
隊
の
兵
士
と
し
て
、
こ
の
時
の
「
渠
」
の
考
え
は
す
で
に
天
皇
を
裏

切
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
病
が
も
た
ら
す
肉
体
的
苦
痛
が
激
し
く
な
っ
て
く
る

中
、「
死
に
対
す
る
不
安
」
が
凄
ま
じ
い
力
を
も
っ
て
「
渠
」
を
襲
い
か
か
っ
た
。

戦
場
は
天
皇
に
命
を
捧
げ
る
場
で
は
な
く
な
っ
て
、「
大
な
る
牢
獄
」
と
な
っ
て
し

ま
う
。「
脱
走
」
に
し
ろ
「
前
進
」
に
し
ろ
、
死
と
い
う
運
命
は
避
け
ら
れ
な
い
と

い
う
理
不
尽
な
気
持
ち
が
伺
え
よ
う
。
明
治
政
府
が
上
か
ら
植
え
付
け
た
忠
君
愛

国
と
い
う
神
話
が
破
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

四 

死
亡
の
意
味
―
国
家
の
所
有
か
ら
解
放
さ
れ
た
身
体 

 

「
一
兵
卒
」
の
後
半
で
は
、
脚
気
の
昂
進
を
身
体
的
に
自
覚
し
た
「
渠
」
が
、

い
よ
い
よ
死
と
い
う
現
実
と
対
面
し
て
い
く
姿
が
描
か
れ
る
。
場
面
は
広
漠
の
野

か
ら
兵
站
部
の
洋
館
へ
と
移
る
。
洋
館
の
一
室
は
「
渠
」
の
臨
終
の
場
と
な
る
。

こ
こ
で
、
脚
気
衝
心
が
、
つ
い
に
始
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
、「
渠
」
の
苦
痛
と
の
戦
い
の
様
子
、
死
に
立
ち
向
か
う
過
程
が
語
ら
れ

て
い
く
。
そ
し
て
、
語
り
手
は
次
第
に
「
渠
」
の
身
体
か
ら
遊
離
し
、
距
離
を
保

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
前
半
に
頻
繁
に
使
わ
れ
る
「
自
由
間
接
話
法
」
に
よ
る

「
渠
」
の
心
理
描
写
が
減
少
し
、
語
り
手
の
説
明
的
叙
述
に
よ
っ
て
、「
渠
」
の
苦

し
む
姿
が
語
ら
れ
る
。 

「
自
然
と
身
体
を
藻
搔
か
ず
に
は
居
ら
れ
な
く
な
つ
た
。
綿
の
や
う
に
疲
れ
果

て
た
身
で
も
、
こ
の
圧
迫
に
は
敵
わ
な
い
」
、「
潮
の
や
う
に
押
し
寄
せ
る
。
暴
風

の
や
う
に
荒
れ
わ
た
る
。
脚
を
固
い
板
の
上
に
立
て
ゝ
倒
し
て
、
体
を
右
に
左
に

踠
い
た
」
、「
疼
痛
は
波
の
や
う
に
押
寄
せ
て
は
引
き
、
引
い
て
は
押
寄
せ
る
。
押

寄
せ
る
度
に
唇
を
噛
み
、
歯
を
く
ひ
し
ば
り
、
脚
を
両
手
で
つ
か
ん
だ
」。
語
り
手
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は
間
断
な
く
襲
う
疼
痛
を
、
で
き
る
限
り
「
渠
」
の
身
に
即
し
て
表
現
し
よ
う
と

す
る
。「
渠
」
を
襲
う
生
理
的
苦
痛
の
大
き
さ
を
、「
潮
」
、「
暴
風
」
、「
波
」
と
い

う
自
然
の
力
に
譬
え
て
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
語
り
手
が
こ
こ
で
物
質
的
〈
自

然
〉と
し
て
の
人
間
の
側
面
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。〈
自
然
〉

の
力
と
し
て
の
肉
体
的
苦
痛
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
人
間
の
姿
が
繰
り
返
し
提
示
さ

れ
る
。

（
２
０
） 

こ
の
よ
う
な
巨
大
な
苦
痛
に
圧
迫
さ
れ
る
「
渠
」
は
、
も
う
「
過
去
の
面
影
」
、

死
へ
の
不
安
な
ど
、
意
識
の
領
域
を
ぜ
ん
ぶ
喪
失
し
て
し
ま
う
。 

 故
郷
の
こ
と
を
思
は
ぬ
で
は
な
い
、
母
や
妻
の
こ
と
を
悲
し
ま
ぬ
で
は
な

い
。
此
の
身
が
か
う
し
て
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
と
嘆
か
ぬ
で
は
な
い
。

け
れ
ど
悲
嘆
や
、
追
憶
や
、
空
想
や
、
そ
ん
な
も
の
は
何
う
で
も
好
い
。
疼

痛
、
疼
痛
、
そ
の
絶
大
な
力
と
戦
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

（
略
） 

彼
は
既
に
死
を
明
ら
か
に
自
覚
し
て
居
た
。
け
れ
ど
そ
れ
が
別
段
苦
し
く

も
悲
し
く
も
感
じ
な
い
。
二
人
の
問
題
に
し
て
居
る
の
は
か
れ
自
身
の
こ
と

で
は
な
く
て
、
他
に
物
体
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
唯
、
此
の
苦
痛
、
堪

へ
難
い
此
の
苦
痛
か
ら
脱
れ
度
い
と
思
つ
た
。 

 

生
理
的
痛
み
は
人
間
か
ら
「
悲
嘆
」
、「
追
憶
」
、「
空
想
」
、
そ
し
て
、
死
へ
の
恐

怖
と
い
う
形
而
上
的
な
も
の
を
奪
う
。
人
間
に
お
け
る
生
理
的
苦
痛
は
絶
大
な
力

を
顕
示
す
る
。 

ま
た
、
物
質
的
〈
自
然
〉
と
し
て
の
主
人
公
の
姿
が
傍
に
い
る
語
り
手
に
よ
っ

て
観
察
、
再
現
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
登
場
人
物
の
眼
差
し
や
、
言
葉

で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
脚
気
衝
心
の
苦
痛
に
襲
わ
れ
た
主
人
公

の
姿
が
次
の
よ
う
に
酒
保
の
目
に
映
っ
て
い
る
。「
病
兵
の
顔
は
蒼
褪
め
て
、
死
人

の
や
う
に
見
え
た
。
嘔
吐
し
た
汚
物
が
其
處
に
散
ら
ば
つ
て
居
た
」
。前
半
で
は「
悲

嘆
」、「
追
憶
」
な
ど
奥
深
い
内
面
世
界
を
示
し
た
主
人
公
だ
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、

不
潔
な
「
病
兵
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

死
を
迎
え
る
直
前
、「
渠
」
の
名
前
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
よ
う
や
く
明
ら

か
に
な
っ
た
。「
十
八
連
隊
の
兵
だ
ナ
」
と
い
う
酒
保
と
兵
士
が
「
渠
」
の
身
分
に

つ
い
て
の
会
話
が
「
渠
」
の
耳
に
入
っ
た
。 

 兵
士
が
か
れ
の

隠
ポ
ケ
ツ
ト

袋
を
探
つ
た
。
軍
隊
手
帖
を
引
出
す
の
が
解
る
。
か

れ
の
眼
に
は
其
の
兵
士
の
黒
く
逞
し
い
顔
と
軍
隊
手
帖
を
読
む
為
に
卓
上
の

蝋
燭
に
近
く
歩
み
寄
つ
た
さ
ま
が
映
つ
た
。
三
河
国
渥
美
郡
福
江
村
加
藤
平

作
…
…
と
読
む
声
が
続
い
て
聞
え
た
。 

 
 

「
渠
」
は
「
三
河
国
渥
美
郡
江
村
加
藤
平
作
」
と
い
う
個
人
の
名
前
を
獲
得
し
、

日
露
戦
争
の
無
名
な
兵
士
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
点
に
、「
渠
」
の
身
体
は
も

う
国
の
管
理
を
離
れ
て
、「
渠
」
自
身
の
も
の
と
し
て
帰
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。 

戦
争
に
動
員
さ
れ
た
兵
士
た
ち
は
、
戦
場
で
戦
死
す
る
か
、
ま
た
は
脚
気
病
な

ど
で
病
死
す
る
か
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
異
国
の
地
で
命
を
落
と
す
運
命
を
免
れ

な
い
。「
一
兵
卒
」
の
「
渠
」
の
物
語
は
、「
日
本
帝
国
」
は
兵
士
の
命
を
選
別
し
、

日
常
的
に
序
列
化
し
た
う
え
で
管
理
し
、
支
配
し
、
さ
ら
に
蹂
躙
し
よ
う
と
す
る

こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。 
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お
わ
り
に 

 
「
一
兵
卒
」
を
発
表
す
る
一
年
前
の
一
九
〇
七
年
一
月
に
花
袋
は
脚
気
衝
心
を

題
材
に
「
隣
室
」
を
創
作
し
た
。
旅
先
の
宿
屋
で
、「
私
」
の
隣
室
に
泊
ま
り
あ
わ

せ
た
男
は
脚
気
衝
心
で
死
ん
だ
経
緯
を
、「
私
」
が
聞
い
た
り
、
見
た
り
、
感
じ
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
小
説
で
あ
る
。
病
人
の
状
態
、
宿
屋
全
体
の
状

況
を
、
語
り
手
「
私
」
の
主
観
的
感
慨
を
介
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
一
年
の
隔
た
り

で
、
花
袋
は
再
び
脚
気
衝
心
の
題
材
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
脚
気
衝
心
と
い
う
共

通
す
る
題
材
を
繰
り
返
し
作
品
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
な
る
文
体
を
試
み
る

花
袋
の
意
欲
が
明
ら
か
に
な
る
。「
一
兵
卒
」
は
脚
気
を
患
う
「
渠
」
自
身
の
聴
覚
、

視
覚
、
感
覚
で
、
死
亡
す
る
ま
で
の
肉
体
的
苦
痛
を
再
現
す
る
。
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
主
人
公
の
生
理
的
苦
痛
と
、
そ
の
切
れ
間
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
断
片

的
な
妄
想
と
、
死
に
至
る
ま
で
の
深
層
心
理
が
一
つ
の
意
識
の
流
れ
と
し
て
描
き

出
さ
れ
る
。 

「
隣
室
」
と
比
べ
る
と
、「
一
兵
卒
」
の
新
し
さ
は
文
体
の
試
み
だ
け
で
は
な
く
、

戦
場
と
い
う
空
間
の
設
定
も
並
々
な
ら
ぬ
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
明
治
国
家
の
強

兵
と
し
て
戦
場
に
送
ら
れ
る
「
渠
」
は
「
忠
君
愛
国
」
と
い
う
国
民
的
義
務
を
内

面
化
し
、「
日
本
帝
国
」
に
身
体
を
捧
げ
る
覚
悟
を
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
連
隊

か
ら
遊
離
し
、
異
国
の
大
地
を
歩
き
つ
つ
あ
る
「
病
兵
」
の
孤
独
に
よ
る
故
郷
回

帰
、
現
実
嫌
悪
、
さ
ら
に
戦
場
脱
走
な
ど
の
考
え
が
「
忠
君
愛
国
」
を
潰
し
、
無

効
化
し
て
し
ま
う
。 

   

注 
(

１) 

戸
松
泉
「
「
隣
室
」
か
ら
「
一
兵
卒
」
―
脚
気
衝
心
を
め
ぐ
る
物
語
言
説
」
（
『
日
本
近

代
文
学
』
第
五
十
三
集
、
一
九
九
五
年
十
月
） 

(

２) 

内
田
正
夫
「
日
清
・
日
露
戦
争
と
脚
気
」
（
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
『
東
西

南
北
』
、
二
〇
〇
七
年
） 

(

３) 

池
田
功
「
脚
気
の
文
化
史
―
啄
木
「
夏
の
街
の
恐
怖
」
を
分
析
し
つ
つ
」（『
明
治
大
学

人
文
科
学
研
究
紀
要
』
五
十
四
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
） 

(

４) 

注
（
３
）
に
同
じ 

(

５) 

富
士
川
遊
「
脚
気
病
の
歴
史
」『
富
士
川
遊
著
作
四
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
六

月
）11

～22

頁 

(

６) 

山
下
政
三
『
脚
気
の
歴
史
―
ビ
タ
ミ
ン
発
見
以
前
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三

年
二
月
） 

(

７) 

酒
井
シ
ヅ
『
病
が
語
る
日
本
史
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）175

頁 

(

８) 

立
川
昭
二
『
病
気
の
社
会
史
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）242

頁 

(

９) 

注
（
３
）
に
同
じ 

(

10
）
注
（
２
）
に
同
じ 

(

11
）
注
（
３
）
に
同
じ 

(

12
） 

立
川
昭
二
『
病
気
の
社
会
史
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）241

頁 

(
13
）
『
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
五
十
九
号 

激
闘
旅
順
、
奉
天
―
日
露
戦
争
陸
軍"

戦
捷"

の
要

諦
』
（
学
習
研
究
社
、
一
九
九
九
年
八
月
）72

頁
～73

頁 

(

14
） 
海
野
福
寿
編
『
日
本
の
歴
史
⑱
日
清
・
日
露
戦
争
』（
集
英
社
、
一
九
九
二
年
）160

頁 

(

15
）
海
野
福
寿
編
『
日
本
の
歴
史
⑱
日
清
・
日
露
戦
争
』
（
集
英
社
、
一
九
九
二
年
）161

頁 
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(
16
）
長
山
靖
生
『
日
露
戦
争 

も
う
一
つ
の
「
物
語
」』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）5

頁 

(

17
） 
小
倉
孝
誠
『
身
体
の
文
化
史
―
病
・
官
能
・
感
覚
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
六

年
四
月
）167

頁 

(

18
）
川
上
美
那
子
「
自
然
主
義
文
学
の
表
現
構
造
―
田
山
花
袋
「
重
右
衛
門
の
最
後
」
か

ら
「
生
」
へ
」
（『
人
文
学
報
』
二
〇
七
号
、
一
九
八
九
年
三
月
） 

(

19
）
注
（
１
）
に
同
じ 

(

20
）
注
（
１
）
に
同
じ 

 [

付
記]

「
一
兵
卒
」
の
テ
ク
ス
ト
は
『
定
本
花
袋
全
集 

第
一
巻
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
三

年
四
月
）
を
使
用
し
た
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
本
稿
は
大
連
外
国
語
大
學
二
〇
一
二

年
度
科
学
研
究
基
金
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 

（
お
う 

ば
い
、
大
連
外
国
語
大
學
日
本
語
学
院
準
教
授
） 
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病の身体、意識の身体




